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2005 年度から始まった図書館研修プロジェクトにより、2006 年度から
板木勉強会の活動を開始した。2008 年度は昨年度から引き続き、明治大学
図書館所蔵の未整理板木の整理作業を行なった。 
以下、2008 年度の活動を報告する。 
 
1．活動日 
 2008 年度は次の日に活動を行なった。 
 2008 年 
5 月 10 日（土）、5 月 24 日（土）、6 月 21 日（土）、7 月 5 日（土）、 
7 月 19 日（土）、8 月 5 日（火）、8 月 6 日（水）、8 月 19 日（火）、 
10 月 25 日（土）、11 月 29 日（土）、12 月 13 日（土） 
 2009 年 
1 月 31 日（土）、2 月 21 日（土） 
  計 13 日（2 月末現在） 
 
通常は土曜日の午後を使って活動を行なったが、和泉、生田両校舎の勤
務者は土曜日の勤務を終えてからの集合になるため、活動の開始は 13 時半
からであった。駿河台校舎の図書館事務室内で活動を行なった。土曜の午
後の短い時間では十分な活動が行なえないため、夏季休業期間も日程を調
                                                             
∗ しばお・すすみ／明治大学学術・社会連携部図書館事務室図書館管理グループ 
175 
整し活動を行なった。 
板木の整理作業以外にも、板木について幅広く見聞を得ることも必要で
ある。2006 年度は「温故学会」、2007 年度は「印刷博物館」の見学会を実
施したが、2008 年度は板木の整理を年度内で終了させることを最大の目標
としていたため、今年度は見学会を実施していない。 
 
2．活動内容 
2006 年度は『八代集抄』の板木整理に着手し、大まかな分別まで行なっ
た。2007 年度は前年度に大まかな分別を行なった板木を丁付け順に配列し、
板木ごとに｢板木ラベル｣（タイトルと板木の順番を示した背ラベル）を作
成しそれぞれ貼付した。板木ラベルを貼付した板木を保護するために、和
服を保管するために使う『たとう紙』に包み、たとう紙自体にも「整理ラ
ベル」シールを貼付した。整理ラベルには①タイトル、②板番号、③丁付
けが記載されている。たとう紙に包んだ板木をタイトルごとに段ボール箱
に箱詰めし、箱にタイトル、板番号を記載したラベルを貼付した。板木は
保管に適するとされる縦置きにして箱詰めをしている。 
2008 年度は前述した作業工程に従い『八代集抄』以外の板木の整理を行
なった。作業前の段階では、タイトルが判明しているものは 13 件、タイト
ルが不明のものを合わせると 17 件あり、板木の総数は約 400 枚であった。
作業を行なった結果判明したタイトル及び板木枚数は次の通りである。 
 
・ 回天詩史  15 枚 
・ 皇朝史略  68 枚 
・ 続皇朝史略  24 枚 
・ 萬國公法  52 枚 
・ 春秋左氏伝  19 枚 
・ 春秋左氏伝増注  58 枚 
・ 春秋左氏伝校本  14 枚 
・ 日本紀  5 枚 
・ 日本書紀  7 枚 
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・ 新論  4 枚 
・ 松屋文集  4 枚 
・ 松屋文後集  5 枚 
・ 初学訓  5 枚 
・ 菜譜  1 枚 
・ 夜雨庵集  34 枚 
・ 節用集（2 種類）  10 枚 
・ 古今金工便覧  6 枚 
 
 これら以外に条約集として 
 
・ 伊太里國假條約  4 枚 
・ 丁抹國條約  12 枚 
・ 白耳義國條約、白耳義商民貿易定則  7 枚 
・ 葡萄牙國假條約、葡萄牙國税則  7 枚 
・ 端西國税則  1 枚 
・ 約書和文案  1 枚 
・ 大坂外國人居留規則  1 枚 
・ 大坂兵庫間引舩荷物運送舩外國人乗合規則  1 枚 
・ 兵庫大阪居留傷此度取極ヶ條約  3 枚 
・ 兵庫大阪外国人居留地々面競賣ヶ條約  1 枚 
・ 兵庫開港大阪関市ヶ条書附録  1 枚 
・ 江戸外國人居留規則  1 枚 
・ 江戸横濱間引舩運舩乗合舩規則  1 枚 
 
板木の内容は、『萬國公法』や諸条約集、『春秋左氏伝』などの漢籍、
『日本書紀』『皇朝史略』などの歴史書を中心に、幅広い分野にわたる。『八
代集抄』同様に、すべての板木が揃っているものはなかった。 
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3．「図書の文化史」での板木の展示 
2008 年 7 月 7 日から 9 月 30 日まで中央図書館ギャラリーにて第 27 回中
央図書館企画展示「図書の文化史」が開催された。この企画展示は明治大
学図書館が所蔵する文字の歴史、書物史、印刷史に係わる資料を解説とと
もに展示し、図書館の利用者に図書の文化史に触れ、図書への関心を持っ
てもらうことを期待されている。今回の企画展示では『百万塔陀羅尼経』
（770 年）、ダンテ『神曲』（1481 年）、『熊野の本地』（室町末期書写）
などが展示された。 
この企画展示のうち「日本の印刷史」の中で、2008 年に整理をした『皇
朝史略』（青山延于著、正続 17 巻）の板木 1 枚を展示した。板木とともに、
展示した板木から実際に和紙に刷ったものも展示した。このほか参考資料
として展示した板木部分で活字になったものも展示し、和紙に刷られたも
のと比較できるようにした。また、見学者への板木の理解を深めてもらう
ため、板木について説明した解説書も付した。2007 年度も同様な企画展示
が開催され、2007 年度に整理をした『八代集抄』のうち『新古今和歌集』
の板木等を展示した。 
 
4．今後の活動 
2009 年 2 月現在で、板木の整理がほぼ終了し、タイトルごとの段ボール
箱への箱詰め作業が終わった。当初板木の整理をしながら板木のデータ作
成（目録作成）を平行して行なっていたが、板木の整理を急いだため途中
からデータ作成を後回しにしてしまった。今後はすべての板木のデータ作
成を行ない、明治大学図書館で所蔵する板木の全貌を明らかにできると考
えられる。また板木は箱詰めされただけで実際の利用ができない状態であ
るため、一般図書と同様に図書館目録データベースへの登録作業を行ない
OPAC での検索ができるようにするとともに、書庫に配架され利用できる
ようにしていきたい。 
 
